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発表要旨：

（1） ケイパビリティ・アプローチ

センは、国の経済成長だけでは国の発展度は測定できず、国民が幸せとは限らないと考え、開発でどのような尺度や指標が必要かを考えた結果、「～できる。～である。」という自由や能力の平等性に着目した。ケイパビリティとは、生き方の「実質的な選択の可能性・機会すなわち自由(度)」を意味しており、ケイパビリティ・アプローチとは、「～であること」や「～できること」というさまざまな「機能（functionings)」の達成可能性を表す「ケイパビリティ」によって、人々の生活を直接捉えようとする概念的枠組みである。人と社会の多様性が存在する中で、基礎的なケイパビリティが著しく制限されている状態が貧困であり、生活に影響を与える個人・社会・環境の３つの要素からなるケイパビリティを拡大していくことが、開発という行為であるとセンは論じている。この概念は、国連開発計画の人間開発指標の概念的基礎にもなっている 。
このケイパビリティ・アプローチの視点から「障害と開発」の課題を捉えると、個人だけでなく社会・環境を変革していかなければならないと捉えることができる。また実質的機会という個人の福祉の側面に加え、障害者が行動の主体（エージェント）となって社会の発展に寄与していくことも重要なものと認知されている。
（2） ツイン・トラック・アプローチ(複線アプローチ)

ツイントラック・アプローチとは、「障害主流化の取り組み」と「障害に特化した取り組み」を並行して実施するアプローチである。両者の取り組みは明確に分かれておらず相互補完的である。

障害主流化の取り組み：障害主流化の取り組みとは、開発におけるすべての取り組みにおいて障害の視点を反映し、障害者が受益者あるいは実施者として計画策定や活動実施を含む一連のプロセスへ参加することを保障することである。例えば、プロジェクトにおいて建設する施設をバリアフリー化する、プロジェクト対象地域の住民の中から障害者が排除されないように、障害関連のデータを収集・分析する、住民との意見交換の場に障害者の代表の参加を得るなどの取り組みである。

ツイントラック・アプローチは、2000年初めにDFIDなどが主にジェンダーに関して、ジェンダーに特化した取り組みとジェンダー主流化の取り組みの2つを並行して行う取り組みとして導入した。

例えば、国連の障害と開発のハイレベル会合の成果文書では、啓発と障害当事者のエンパワメントやツイントラック・アプローチ、『世界障害報告書』ではツイントラック・アプローチや当事者中心、WHOの「世界障害行動計画2014-2021」では、障害者権利条約、ユニバーサル・ヘルス・ケア、ライフコース・アプローチ、多分野（包括）アプローチ、 当事者中心アプローチ（障害者のエンパワメント）が重視されている。

(以上)

